
 

 

【正誤表（4 月 7 日更新）】 

ページ 該当箇所 誤 正 

P.17 Q27 枠内 枠内の四角形 削除 

P.20 A37  一方的な講義ではなく、講師

から現受講中の受講生の様子

が見て取ることができるとと

もに、質疑応答などができる

形態 

一方的な講義ではなく、現受

講中に質疑応答が行えるな

ど、同時かつ双方向的に実施

される形態 

P.20 A37＜本助成金の訓練

形態＞① 

②～④以外の訓練であって、

訓練機関に通学し対面で訓練

を受講するもの。 

②～④を除く訓練であって、

教育訓練機関に通学し対面で

訓練等を受講するもの。 

P.20 A37＜本助成金の訓練

形態＞② 

訓練等の受講管理のためのシ

ステム（Learning Management 

System．「LMS」）により、受講

者及び支給対象事業主に雇用

される訓練担当者と双方によ

り訓練等の進捗管理が行える

もの 

訓練等の受講管理のためのシ

ステム（Learning Management 

System．「LMS」）等により、雇

用等の進捗管理が行えるもの 

P.20 A37＜本助成金の訓練

形態＞③ 

教材、補助教材等を受講者に

送付し、必要な指導者が、こ

れに基づき、設問解答、添削

指導、質疑応答等を行うも

の。 

教材、補助教材等を受講者に

提供し、必要な指導者が、こ

れに基づき、設問回答、添削

指導、質疑応答等を行うも

の。 

P.20 A37＜本助成金の訓練

形態＞④ 

遠隔講習であって、一方的な

講義ではなく、講師から現受

講中の受講生の様子が見て取

ることができるとともに、質

疑応答などができる形態のも

の。 

OFF-JT 又は OJT において、情

報通信技術を活用した遠隔講

習であって、一方的な講義で

はなく、現受講中に質疑応答

が行えるなど、同時かつ双方

向的に実施される形態のも

の。 

P.20 A38 一方的な講義ではなく、講師

から現受講中の受講生の様子

が見て取ることができるとと

もに、質疑応答などができる

形態 

一方的な講義ではなく、現受

講中に質疑応答が行えるな

ど、同時かつ双方向的に実施

される形態 

P.23 A47 次の表の限度額が適用されま

す 

表を追加 

P.26 A57 その日の受講内容と習得でき

た知識・技能等について､具体

的に記入してください。 

受講内容と習得できた知識・

技能等について､具体的に記入

してください。 


